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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、BCL2タンパク質ファミリーに属します。BCL2ファミリーのメンバーはヘテロまたはホモ二量体を形成し、抗アポトーシスまたは促進アポトーシス制御因子として働き、様々な細胞活動に関与します。このタンパク質はBCL2とヘテロ二量体を形成し、アポトーシス活性化因子として機能します。BAXとBCL2の結合と比率は、アポトーシス刺激後の細胞の生存または死も決定します。このタンパク質は、ミトコンドリア電位依存性アニオンチャネル（VDAC）と相互作用してその開口を増加させ、膜電位の低下とシトクロムcの放出につながることが報告されています。この遺伝子の発現は腫瘍抑制因子P53によって制御されており、P53を介したアポトーシスに関与することが示されている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。
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